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PTA犬会でさっそうと欧奏楽演奏する中学生たち.
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中 央 公 民 館 主 催 事 業
「近代要術への鶴，lJヨー ロッパ契楠紀行 初心者向け 『パソコン教室 』

現桶E轟しくより聖近.ものにしても己古うと開き苦す，

~隼度i品モの事 1 固固として 印章訴を代費するB人司E
骸..と 曹 -ー 同

曹にスポットをあてその作風と生霊につ凶主牢びます. 2屯a食ソ道コAJ sm世崎ιn日t特 " 出〉、"岨J

..圃l 底人w人
パe吹Y宗コRJ 

【受縁網1 .. ヰ 811 n(刈ιn日開 "却却珂

I圃陣l 事良.宵k宇祉担(盤面)町風口"'畢，ん、4量 J宅敬ソ重コcン 日月 I]i;Kj-円日F特 "叩ー-"∞
且教育J.:.~助散慢(絵画}町比留岡且介岳ん、県立礎耐掴

圭任宇Z周(曲洋，荷)の耐岨守さん J4a吹ソ宣コDJ HII7(川、"日'" l早 wー』却 w

'"過融1 住慣はが. 聞 ..園 零 冒向 E
"附ソコEム〆 IO!lIl<坤."日帥d "明3・."明フ

iこ揖塵匹、住所、氏名、 9 M 3 11咽 .式，"l~'"いて ・.. 

年齢、 f空洞、竃酷ー号を a .."日帽 ル/ヲ角F "棺ソコFン 10111型却."日帥a "拍却却

書いて、 811M! までに 3 'MIl同国 • ，.着?同岨(守6301ニ= I定員l 3日間とも受講できる底入品融査とも'"λ

‘ 'o~"wm 
7 

，u 洞1 栴軒.ただし宙科代lijl.'"
串町23 -4 時0;

""へ.はがき， '世l二
5 "月lolHl'" [申し込み1位置はが島。こ費首肯望的.室t，(A、Fまでの

教室内いずれ昔、}、住所、 年齢咽性別唱 電話骨号査書いて
l人剛町，事い場合は且 II~...II 回 プヲ余

8月"日までに，薗で同値(〒.w上三盛町23-4)へ，
月2111午穐2時よ句周掴 7 12M3 日目j.ザ"閉寓< はが島 l柑+ニひと りi粧電隈旬 .重視申 L泊，l，.li~、 町.

で公闘崎轟. 時圃偉い.nも午舶I口町.，午 .い場合は8Jl1711午桂z時I句同掴で公開抽量，

舗山山1"
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とき 9月8凶ω 砂降闘 d長良女子大学の相周舜周置さん
・シルクロードをたどる {錐界の虚綬パ ル'"えた人々)
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・シルクロード@更，a(作火教 マニ敏イスラム純仏敏.水取 η)
国一111!24EiIRl，1，月7叫 砂醐…東大抑 制 公軒ん

.シルクロ ドの歩宣 {中央アγアから日4ドまで}

とき…121121附 ・醐…柵輔さん

，.闘い 引もも午前，.ト正午念的回

!ところ1奮..阿公民館('1'631中町 501-3

1定員 }
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(ニ条大略問一丁目 1--28 
保健センタ

奈良惨.，析ーナーl闘のコ
急』

〈亘書翼舎につ tて〉 可，.，・~ 111 511!~..生Sれ£チでa処..ι必腎.人陪
母子健闘府，-・.縛@のうえ衡を諌窓口ま

で，・."だき、、

闘する心配ごとのある人凶気慌に開後し

て(f，舎い.

・日 Silnn"昨前時時、H ・
ととろ 保健.μ ，. .剣""'.uiilll
止の人 ・・し込h---.置で巾伶B・・・.
増怠慢ヘー

室

綬栂ちん陶 土で衝し〈過ごし重ぜんか

・対・ 予定阿炉来・rt-211で.聞と
して‘同受揚で..初妊舗“， ・園"し

込b…件徳"褐， ~ I:!主河野 氏名 ..  

竃鼠骨骨 仙盆予定11.r句観般電電"監盟
主唱.'で8I1>Oll 1でに市役所健康噌. 
. ヘ多も場合'"自遷.

開 制岨臼とも銀世 ンター

咽

9:D 

1，:lXI 

l静岡'l'''.''.i.“帆叫伺

盆l秘，・...た叫

121t: I .~・，..叫"のパら ... *'，.

教

誌d可f

視母
tt 

今..も可保.

怖がんの死目岬噌8・しれます
.省民飾がんが がんiよる死亡の1位

.占めるものと予想各れます

角ド』 度IU.lドん検 .を受け 単則，
見し健康仁努ぬまLょう

惨ときととろ -Ul. ~勾・Rω."

L句人{経‘111$() ・制盆 寵・'"
hlJ 10町内 側訟の綿製暗帳険金実飽働組峰

山 4叩州事代酬1.rcf:.L 

初優"ムと金i.!fi:・住民後A:ll!l!量否
'lf!-DII:のみ (申 L込み時t日制 LUIt-)
同し帥 唱訴で息月別までに柑

断健康調1.Il"o

検んn' 腕

からt:'.の悩みよろ.. 縮政

他人傑駐晴づ〈胤制帽}

...つもて 悩みのある人ほご欄榊

〈紅色 医..よる・5褐梱IU'*けら
れt-r :t'J11tに..，械を』唱ししS
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大型ごみ電話申し込み方式が一部変わります

数

量
昨年10月から開始した大型ごみ電話申し込み方式
白人 8月 1日かう 部変更になります。

正
し
い
利
用
で

型
一
え
る
命
」

H
撚
愈
車
適
E
利
用
禄
跨

薫製箆費巴主受ご鍾里色込金皇室主主.. 
資代容を決めて 4棺，.以上10世俗程度まとめて巾し込みができ ます

主主』号事でしてください.

iI1張所連絡所帯に置いてaあり ま場

0
 .
.
 
申し込み点数が6点以内になDます
自分でせん定した植木田筏葉・落ち葉・草・布類等も

申し込みでをます

。。

吋月一
一
…&
…
 

依

調減努

百搭ち~植木の校集

問い合わゼ電話番号

71・3012

1.・にλったもの}

:ファクンミリ番号

71-9166 
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個別}.・岨....-.色川司L.<< • 
. 儒奮闘H・.
四人 .~1I .央ピル盤亀

次の収集区域ηJYJ本側欝良市薦鍵公社 へ'1'し込んで〈ださ".

佐世市.."，.叫鎗川島

学凶・・四 阿"，，1>唱E
也4恥凶・・ "'・.嶋崎
E222t主ZEE-rr・1
・山 富山叫 (C-l>. 

問い合わせ電路番号
奈良市大安寺西三丁目10.21
側奈良市清貧公社宛

..送先

2
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a・4
1
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u

-
;
i
i
!
"干 33-8782 

<~Iフ付11>
0午前8時~午後3関(月~盆陽自)
事月~盆調18で体自にあたる目も受11付。しています.

〈注意事~>
C申 し込み~.隊 ，".月に 1 固でお闘いし.~.
C大型ごみを出亨鴎" ロド周畠jと問事し 出，人の名前を忘れ守に
.いてくださいまた市し込み以"のごみlill&.しまぜん.
0月瞳日や休日の週目隠 大変電信が混姥します.電Z奮が白かりにく
い時志 曜日や時間織を，らしてか11てください

豪復しみんだより限再生艇を使引用しています.

"みそit帥 q て〈れます λれる.にh てみ拘置を捕しているけ ぞれ判的
『男だ11'r， !l:だ場ら」と決めつ"ず お互いの立場に立って何でも しようとする穿を太切1:11"てたいも

(H)夏を皐じ告せるもの.rならまっ句Jの企画ページ1:1罰金治かえている集NJ¥;の姿.会良の夏の 1~ ー
〆と して す。か町定宕しλfならまっ句J今匁もたく唇んの嘗加を待っています.r佐)
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